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Ⅰ．緒言

看護学基礎教育における臨地実習の目的は、学生が
知識・技術・態度の統合を図ると共に、対象者との関
係形成やチ―ム医療において必要な対人関係形成能力
を養い、看護専門職としての批判的・創造的思考力と
問題解決能力の醸成、高い倫理観と自己の在り方を省
察する能力を身に付けることを目指す（文部科学省，
2020）とされている。そして、「在宅看護論」は、保
健師助産師看護師学校養成所指定規則の第 5 次改正に
より、「地域・在宅看護論」と名称が変更となり、療
養を含めた地域で暮らす人々を対象ととらえるという
趣旨が追加された。

在宅看護学実習において実習施設の多くは訪問看護
ステーションであるが、1 施設に従事する看護師の全
国平均は約 7.2 人である（厚生労働省，2021）。その
ため、訪問看護ステーションの指導者は、療養者から
の緊急な訪問依頼やスタッフの休みがあると急遽訪問
の予定を変更し、療養者宅に訪問するため、カンファ
レンスに毎日参加することは困難である。また、1 施
設の学生の受け入れ人数は 2 ～ 4 人と少なく、学生は
複数の施設に分散して実習することから、教員は、2
施設～ 3 施設を担当する。教員は予め学生が訪問看護
師に同行訪問する予定を把握し、学生が訪問看護ス
テーションに滞在している時間に合わせて実習指導に
訪れるが、全ての学生に対面で指導できない。また、
カンファレンスにおいても、時間が重なることや実習
施設間に距離があることから全てのカンファレンスに
参加することは困難であり、学生のみでカンファレン
スをすることがある。教員の役割は、複雑で多様な臨

地の場面において、学生がその現象を理解し、必要と
される看護ケアを判断し、実施するプロセスを導くこ
とや学生が看護の理解を深めることができるように学
生自身の体験を教材となるように創意工夫すること
とされている（文部科学省，2020）。また、カンファ
レンスにおいて、「看護現象からの原理原則の発見」、

「理論理解の定着化」、「看護現象への理論適用」を目
指した教育活動を展開しており（安齋，船島，杉森，
1993）、学生が観察・体験した看護の現象を看護学の
本質や法則に照らし合わせて解説・統合することや実
習目標の達成度を把握し、指導方法を検討しており

（杉森，船島，2012）、教員・実習指導者ともにカン
ファレンスを有効な指導方法と考えている（吉川，蔵
屋敷，藤田，2015）。

これらのことから、在宅看護学実習において教員
がカンファレンスに参加する参加率を向上するため
に Web 会議システムを活用することを考えた。先行
研究においては、新型コロナウイルス感染症によるオ
ンラインシステムによる実習についての研究はある
が（堀，2022；小野若，竹森，西村他，2022）、カン
ファレンスに Web 会議システムを活用した研究は散
見しない。そのため、本研究では、在宅看護学実習に
おいてカンファレンスを対面で行うことを推奨したう
えで、Web 会議システムを活用したカンファレンス
を導入し、カンファレンスへの教員の参加率の増加と
その課題を明らかにすることを目的とした。Web 会
議システムを活用してカンファレンスを実施すること
で、学生との関る時間が増加することや教員が無理な
移動を避けることで教員の心身の安全を確保すること
ができ、在宅看護学実習を遂行する上での一助になる
と考える。
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Ⅱ．研究方法

1．実習の概要
1）実習目的

在宅療養者と療養生活を支える家族の生活状況を理
解するとともに、各施設の概要と在宅ケアの実際を通
して、必要な在宅看護を実践するための基礎的能力を
養う。また、地域における看護実践に必要な保健医療
福祉制度の活用と連携のあり方について学ぶ。
2）実習目標

（1） 受け持ち療養者と家族が地域で療養生活を継続す
るために必要な看護を理解する。

（2） 在宅看護の特性と地域における看護実践に必要な
制度を理解する。

（3） 地域における保健医療福祉サービスの連携や協働
と看護の役割について理解する。

（4） 看護倫理をふまえ、学習者として積極的な態度で
実習に臨み、責任ある行動をとることができる。

3）実習方法
実習は、90 時間 2 単位の実習である。2 週間 10 日

間のうち、8 日間を訪問看護ステーションにより実習
を行い、日々カンファレンスを実施した。受け持ち療
養者 1 名を担当し、看護過程の展開、立案した看護計
画の一部を実施するとともに受け持ち療養者以外の訪
問や担当者会議等に参加する（表 1）。
4）教員の指導体制

在宅看護学実習は、教員 3 名と実習補助教員 1 ～ 2
名で担当している。18 か所の実習施設は、近隣市町
村を含め、片道 45km という広範囲に点在している。

しかし、1 施設の学生受け入れ人数は、2 ～ 4 人と少
ないことから、教員 1 名が 2 ～ 3 施設を担当する。
5）Web会議システムを用いたカンファレンス

学生は実習施設毎にタブレットとポケット Wi-Fi を
携帯した。事前に、使用方法、使用可能な場所、充電
方法、保管方法等を実習施設と打合せ、すべての施設
より使用の許可が得られた。学生は、指導者、教員と
時間調整して学生主体でカンファレンスを開催した。
教員は、カンファレンスに対面で参加することを推奨
し、参加できない場合は、Web 会議システムを使用
して参加した。

2．対象
1）教員のカンファレンスへの参加率

Web 会議システムを未使用でのカンファレンスは、
延べ 34 事業所に実習に行った 89 人が実施したカン
ファレンスを対象とし、Web 会議システムを使用し
て実施したカンファレンスは、延べ 40 事業所 115 人
が実施したカンファレンスを対象とした。
2） Web 会議システムを使用してのカンファレンス
についての学生の使用感

Web 会議システムを使用したカンファレンスにつ
いて学生の使用感は、2022 年の 8 クール、115 人を対
象とした。

3．データー収集
1）データー収集期間

2021 年 10 月から 2022 年 12 月

 

表 1．実習方法
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2）教員のカンファレンスへの参加率
 Web 会議システム未使用時のカンファレンスの状

況を 2021 年 10 月から 12 月の 5 クールとの実習記
録より抽出し、Web 会議を用いたカンファレンスを
2022 年の前期・後期 8 クール実習記録より、教員の
カンファレンスへの参加の有無を抽出した。
3） Web 会議システムを使用したカンファレンスに
ついて学生の使用感

2022 年の在宅看護学実習終了後、「研究参加のお願
い」を配布し、研究の目的、方法、個人情報の保護、
結果の公表など説明し、Web 会議システムを使用し、
カンファレンスについて学生よりマイクロソフトの
Forms によりアンケートを収集した。

4．調査項目
1）カンファレンスへの教員の参加

施設数、開催されたカンファレンス、教員のカン
ファレンスの参加
2） Web 会議システムを使用したカンファレンスに
ついて

タブレットを使用しての Web 会議システムの容易
さを「対面と変わらずできた」、「対面の方がよかっ
た」、「Web 会議を使用した方がよかった」、「Web 会
議を使用したカンファレンスはしなかった」の 4 項
目、カンファレンスの時間調整の容易さを「容易で
あった」、「困難であった」、「時間調整する機会はな
かった」の 3 項目とタブレットによるカンファレンス
に関する自由記述で調査した。

5．分析方法
単純集計をおこなった。

6．倫理的配慮
研究の目的、方法、個人情報の保護、心身への負担

の配慮、結果の公表、研究協力と撤回の自由、研究参
加により期待される利益と不利益、個人情報の取り扱
い、について文書で説明し、返信をもって同意を得た
こととした。また、Forms での回答は、メールアド
レスを含め個人が特定できないようにして実施した。
本研究は、研究者が所属する倫理審査委員会の承認を
得て行った（承認番号 2203）。

Ⅲ．結果

1．カンファレンスへの教員の参加
Web 会議システムを未使用時のカンファレンスは、

241 回開催され、教員が参加できたカンファレンスは
103 回と 42.7％であった。Web 会議システム使用時の
カンファレンスは、288 回 83.3% であった（表 2）。

2．Web会議システムを使用したカンファレンス
1）タブレットを使用したカンファレンス

タブレットを使用したカンファレンスは、14 人
（51.9％）が、対面と変わらず討議することができた
と回答しているが、対面の方が討議しやすかったが 4
人（14.8％）であった（表 3）。
2）カンファレンスの時間調整

カンファレンスの時間調整は、21 人（77.8%）が、
「容易であった」と回答しており、2 人（7.4%）は「困
難であった」という回答であった（表 4）。
3） Web 会議を使用したカンファレンスに関する学
生の自由記述

学生は、Web 会議システムに関して『対面と同等
のカンファレンス』が可能であり、『カンファレンス
時間の調整の安易』であった。しかし、「画面越しだ
と反応が分かりにくい時があった」という『Web 会
議システムによる困難』や「音量調整が大変だった」
や「聞き取りにくいことがあった」という『危機の不

表 2．Web 会議システム未使用と使用のカンファレンスの状況
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都合による困難』があった。「時間を指定しても実習
の状況や教員の予定により時間調整に戸惑った」とい
う『予定変更による時間調整の困難』があった（表 5）。

Ⅳ．考察

本研究により Web 会議システムによるカンファレ
ンスは、カンファレンスへの教員の参加率を高くする
ことが可能であり、学生は Web 会議システムによる
負担は少ないことが明らかになった。しかし、環境に
よりカンファレンスの音声が聞き取りにくいことや、

訪問時間の変更、指導者の都合によるカンファレンス
の急な時間変更により教員と時間調整をすることが困
難であるということが課題であった。

Web 会議システムを利用してのカンファレンスは、
教員の参加率が増加し、カンファレンスにおいて学生
が体験してきたことを解説・統合したり、実習目標の
到達度を把握しながら教員が指導方法を検討する機会
になると考える。教員は学生が訪問先で体験したこと
から、多様な視点が持てるように助言するためにカン
ファレンスなどで指導機会を増加させる必要があり

（深谷，2014）、Web 会議システムを使用して教員が

=27

 

14 51.9

4 14.8

2 7.4

7 25.9

表 3．Web 会議システムを使用したカンファレンス

 

21 77.8
2 7.4
4 14.8

表 4．カンファレンスの時間調整
n=27

表 5．Web 会議システムに関する学生の自由記述

― 86 ―

日本赤十字豊田看護大学紀要19巻 1号　2024



学生と関わる機会が増加することは学生の学びの深化
に繋がると考える。

しかし、学生は「画面越しだと反応が分かりにくい
時があった」という回答もあり、教員の表情や動作な
どの反応が学生に伝わりにくいという現状から、学生
に通じるように、動作を大きくしたり、教員の考えて
いることを言葉で伝えたりする必要があると考える。
そして、カンファレンスが時間変更になった場合、時
間調整はメールで行っていたが、常に学生がメールを
使用できる環境ではないため学生に困難さがあった。
訪問看護ステーションに、教員との連絡に関する携帯
電話の使用とタブレット等での時間調整することの
理解を求める必要があり、今後の課題である。また、

「音量調整が大変だった」や「聞き取りにくいことが
あった」という機器的な課題もあり、集音器などを使
用するなど環境を整える必要がある。

教員からは、訪問看護ステーションへ指導に行った
際に会えなかった学生とも Web 会議システムを通じ
て質問に答えることができたり、講義等により学生の
予定に合わせて訪問看護ステーションに訪問できない
時もカンファレンスに参加することができることか
ら、「時間が迫る中、車で無理な移動が減った」とい
う声もあった。しかし、教員が Web 会議システムを
活用してカンファレンスをする場所に課題があった。
カンファレンスは個人情報を扱うため、場所が限定さ
れる。時間的に大学に戻ることができない場合、他者
に聞かれない場所の確保が必要である。教員が Web 
会議システムでカンファレンスを実施する場所につい
ては今後の課題である。

本研究は、カンファレンスへの教員の参加率と学生
の使用感について調査したもので、カンファレンスの
内容について調査していない。これらのことはこの研
究の限界であり、今後の課題である。

Ⅴ．結論

Web 会議システムによるカンファレンスは、教員
の参加率を高くすることが可能であり、学生は Web
会議システムによる負担は少ない。しかし、Web 会
議システムに関する機器的な課題、急な時間変更時の
時間調整、教員が実施する場所について課題があるこ
とが明らかとなった。
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